
課題把握 ～動機付け～

学習の見通しをもたせ，課題を設定する場面において，社会的事象を知ったり，既習の知識と
結び付けたり，気づきや疑問を出させたりすることができます。

自分のボードと

みんなのボードを

比べるなどし

次時以降の

見通しを持たせる

ことができました。

＜小4・わたしたちの住んでいる県＞

第1時に

「神戸って
どんなところ？
Jamboard1枚に
まとめましょう」

とだけ，声かけした結果…

しかも児童にとって
初 Jamboard の日でした
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課題追究 ～情報収集～

予想や仮説の検証に向けて調べる場面において，PCや情報通信ネットワークなどを活用して，
目的に応じて様々な情報を集めさせることができます。

・播州・姫路は 「祭り
どころ」 と言われます
が そもそもどんなお祭
りがあるのか知らない
児童が多かったです。

・動画を見ることがで
きれば，さらに学びが
深まったと思います。

＜小4・わたしたちのまちに伝わる祭り＞
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児童も教師も時間の節約！素早く考えをまとめたり発表したりできます！

非常用持ち出し袋の中身を考える授業で、発表資

料を教師がタブレットで配布し、児童がタッチして操作し
ます。考えを付箋などに書くと、字が薄い・小さいといった
心配や教師の準備の大変さがありますが、そういった手
間がありません。児童は、発表の資料を容易に作ること
ができるので、「発表しよう！」という意欲付けにもなりま
す。

ICT活用の
ポイント

発表に向けた児童の
作業は、画面のタッチだ
けでできるので、とても
簡単です。選択肢以外
の意見が出た場合も、
キーボードで入力して
追加することができます。

＜４年・社会科：防災＞
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